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　第工報くりに於いて再乾の温変を変化した揚脅の乾燥遽庶を求めた。寮繭には幾多の品種的，形態的

aSSがあ硬に乾燥條隅鰍に変更されるので，　・ilmpに於賦購乾騨乞燥激に及ほ幟舗
既風向及び繭付燈の影響を求めた。その結果再乾に於V・てts繭厩の樽遭に依つで乾燥逮度に殆んど

差嬬めなかつt・・然昨ら鵬の1韓敬胸は其の水鞭魏髄靴し，乾燥澱に影総るもの
と潴える。依つて繭の乾燥中に於ける繭燈水蒸気遜鋤性の影響を併せて描簸し☆。

乾燥條件と乾燥｛璽度に就いて

1．輿験方法

（i）試　　　　料

を第咽曝廉．購箱謙鍵　羅蹴・剃図弊難・腰
の容器内を保濃材を介してトタン　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　繍撫

叢膿繍幾蟹綴総8－＝〕〔璽既1粟1・8蜘｝慰璽
その纈の鞭は繊の諭聯。　㈱齢創・剛紹…帽1，．20，　62％
（ii）乾燥囎　　　　　　対1立粒数；93粒…84粒・匠97粒
灘考案の対流式轍機翻鴫その糊慰甦獣一鍵上融蹴賑．難

矢印方向に循環させ，輿験中055

m／secで一定速度とした。漁度の　〈

細飾秀注轍塞気予熟室前面に設け妬㎝，

ナニ小窓を鞠閉し，使用盗気の交換　！

に依つて行つた〇　　－　　　　x－一・

　普遡の穴気では700σに予熱さ

れると闘係漁度約⑳％以下を示　　冊f

ず働ので，乾燥灘度が10％以上　　　i

の時は之に依つて調節が可能であ／ノi

る。
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　　　　　　　　　　　　　　　麟：繍の再乾に齢る1研兜lxr　　　　　　　融

一以上鯛定結懸鯉図に糺た謙魎の鰍から轍搬鯨め，乾燥搬と鋤糊蘇を
尉と鄭図の如くである講継臨各測麟に於て職㈱内に齢すゐ舘醐齢吻h〕
を脈示し編灘に用ibfc〔9／蹴噛〕で劾椛髄灘舗水舷灘搬を添すものである。
鰍離が異る時は含水醐減少遮度と禽有・紛磁少搬とは一致しな囑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3図乾燥巡慶と禽水串とあ関係
　　　　第2図乾燥瞭間と含水asとの関係

50

，含4乱o

水30

　20

　10

　　　　　　　　　　　　　　3s

ユ欧18s
　　　　　　　　　　　　　　3o
2　史iOδs　　　1　戦

／（8°“e　1・tyx）　欝

　　　　　　　　　　　　　夜20

。、b．N　　％Cis

．1　軟，18呂1

£粟lo8暑

て「80℃　1ぢ駕）

　　　　o　　　　　　　L－＿＿．。．－L　　　　　iO

於い曝灘赫し編貌軸繍囎した噸繍鯛1・髄幟・るこ論屡來㈱り漏即
簾燥齢鱒職瞬翻る…と擬鰯藁耀燃転、．　　1　1，、・，
轍鰭とし蹴購麟舗騰及鰹瞭離騰勲騨熱ら秘。嶽繍齢購羅
及び気潮向朧燥澱と繭罐蜘拙の灘骸㈱燃懸懇鱗鍛，郷、

（i）灘と乾燥鹸　　　　　・』一　　第姻灘灘礫鎌鱒
　爽験は第2衷のA］B区を使用し含水拳と乾嬢遡度との・　　“

殿係を求め，桑の結果を第4図に添しナこ。　　　　　・　　　　5S

　却ち再聾物期に於V・て濠度の影饗が多く，轡水継蔓0鰺似

下羅灘畿晶魏輔暴鰐く親乾δ゜
わ勲1，水卦の燗俸内拡散には余り現われない（鴨再韓あ粉期　壕2β

に於曜繭氷分融灘依つ囎加じ轡る。蝋駄速
分は内蔀拡畿が韓甥潜あ磁墜薗慕鰭覆露較酌塗く行素㊥。　度20

編覇潔離綴難騰灘髪霧甥嘉蘇舞Xiぢ

饗齢醜撫聯醸分艦散遠漫である撤繍鞭
振漁養醒雑轡が少い。・更に蝋体乾燥時間は購暦乾嬢曜闇に　　　IO

比し甚し縷い。その結菓鰹図の如き現象襯わしナ醜

のと霧党る。　　　　　　　　〒　　　　　　　　　　　5

5。　（so・“e）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥L

麹脚少繍繍脚卿ヒの繍麟　S°♂辱゜・£°IQ
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遽度が再乾所要時間を支配すると潴える。本輿験に使用し牝灘度の聴囲では所翼晴闇に僅少の蕪しか

認められなかつ起ので，この程度の灘度差では再乾所翼時闇に及ぽす灘度の影響は櫨めて僅かである

と思考する。將來この灘度難を増加して異験する予定であるe

　G量）風向と乾燥蓮度

一般醐腺面に瞭擦力の鰍謹動鯛約され盗気の暦がある・この擢撚麟嚇羅峨翻
てV・る。この境界暦申では水蒸気の移動は専ら分子拡散に⑳依つて行われるo

個体の乾燥速度は個伺磯面と察気境界暦外とに存裡する水難気濃度の蕪に比例ずるが，この跳例常数

は表面無発係類或いは乾燥係数（G）と呼ばれ，分子拡散の速さと諮気境界暦の隈さに闘係する。簾蝋境

界暦の厚さは風速，風向によつて変化するので，風速，風向は乾燥麹度に闘係することになる。

　繭乾燥の蝪合風向が乾燥逮度に及ぽす影饗は求められて居ないと聴えるので第詔農のC薩の繭に対

するi垂薗風向とB区の水ZF風向との結果を比較して第5図に示した。　　　　　　　　　　剛

　図に明かな如く壷直区は水亭区に比して再乾初期に於ける　　　　魏5図　風両と乾燥櫨麗

乾燥速度を薯しく櫓加している。然し乾燥速度を増加した期　　ぶO「

間は短く，大体30％附近遙で，その後は水革区と殆んど同じ

速度をとつているa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　確

　即ち風向勘変化しても乾燥速度に大きな差は繊來ないこと

を知つ編　　　　　　　　　　　　　　　　．　4°　1
　（iii）　繭付量と乾燥蓮度　　　　　　　　　　　　　　　　　　草乞

　繭付慧の盛少は室気境界謄の厚さ及び熱の供給朕態を変え　　3S

るので，第2表のD区の輿験を行つた。その結果を第6蜘に煉

示轟も齢体と鷹方醐けが乾燥齢及ぽ♂

獅響騰、欝欝舗糠鋳醗鍵
3s　’－ P　・　’1，雌砥灘書欝葱σ

　　　　　　　　　匿　｝．ぢ噂ク　　つた。乾燥遽嵐曲線　　「5　3q
乾．

　・お 4　　3、0　多・　　・に移動しナeQは乾燥　　　10

　　　　　　　　温度が瀦度　風向の，

（ot円の顯磯鉱り働　s

1重萢

£平行

も

（80℃・・2’渥2
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o

速　　　　　爲であ。．然し乍ら　s°°＆£tt臓1°

べ　　　瀦欝灘要裸鰹灘黎繋鴫鱗
端　　　　　本蜘鰯では椴鵬鮒麟乞燥速度に及附
　　「写　　　　　　　　　　　　　　影響は再乾初期の30～50㎜1茸1とそれ以后の期間に於いて暴

　　　　　　　　　　　　　　　　　る。初期に於いては乾燥速度に及ぽす影響は風向，繭付澱，
°・・

激h％　2e璽糊鷺漆二鰯糠寛繊鵬議嚢
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漣度曲線が暴歌を昆する。乾燥遽度曲線の異懸部は卸工報に辿ベナこ如輔範厭吸淑水分の再放嵐の爲現

われるので・この繭暦吸淑水分の再放出に対する影響は風向，繭付愚，灘度の順に減少すると思聴す

るo

　乾燥速度曲線の轟撒1部を絡輝し弛后は，．乾燥遠慶に及ぽす影響は繭付鐙，滉度，風向の順に減少し

旗。この部分に於いては繭暦水分は僅少で，乾燥遽魔を支配するものは主として蠣体水分の減少速度

である。蠣体水分の漉少速慶は繭腔内の室気條件に依つて左肉される。從つて繭腔内の蜜気條件に及

ぼす影響は繭付量，濾度，風向の順に減少すると瑠えるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　輔の7kaSStmo性に醸・τ

蝋の乾慰獅て購職燥闘休の乾燥に此磯だ糊・）で麟。そ・酷編乾に於げ騨縢

澱曲線は期最初に興封榔鵜する。異状部鰹通し煽は魁しで繭㈱カ・鵬坐し鯨難鼎
繭馳翻する6この水蒸気瀦性の難易1こ依つて繭縢内の察気條件，繭腰の勧齢敵配練る。

從つて繭贋の水蒸気遊過性は繭の轄燥速度のみならすセリシンα性質に影響すボと漸裁る。

　1・論　　　嚢

　多孔性の物質中を水蒸気が燭過する揚合は拡散の法則が成立する（s）◎即ちW盤の派蒸気が僻間に

xの厚さの叛樋るものとしeの板磯渦鰍をA，板の両側にある室気申の水蒸気騰勧・諏の
申の水蒸気拡散係数をDとするときは，

　　　　　　　　　　　　w・勢一1・　　　・

である。然し乍ら繭暦は水蒸気の遜適に際し牧着，凝縮，難夷等を趨すものと漸えられ（9），拡散の法

則はそのま工繭暦の揚合に成立しないであろう。然し遊過開始・　潔7図擬、概

后若干時闇を経渦したる后はある耶衡歌態を生じ，結果的に比　平　　　　　　　　　　1

雛轟戦騰繭目鵬脚。8襯鵬こ　○　｝、．
の生繭繭暦を卸開し察漉中で硝子容器に密封して館えナこ。又試

料の繭長，繭巾の雁均値は夫々．3．d8・cm，1．95　emであった。

此簿難塘繍輔脚c瓜2である・’」側

蝋乾燥麟と同醐鮒で輔の傭気透遡を求to’6・eと面
は比較的困難である。それは可威高温申であり，吸楓が容易な

繭暦である爲に氷蕪気の遜過が叢だ容易（U）となるからであ　図

る。依つて永を入れた容器癒試料で掩い，繭屠の内外に於ける

搬繋気犀差に対する遜過水蒸気彙を測ることにした。測定襲置

塑第7歯臓募しナごo装置はレタン製円筒容器（1）に擦り合せ部

を介して密釣できる蓋（2かを設けたものである。豊には4価の

水蒸気脆幽孔（3うを有する’e水i蒸気脆萬孔は直痙1．5emの円形

孔で・試料で封することが出來る。試料（7は長軸に遜直に切　　　　fot　一・一一8（かじ一嘱

開し其の棚嫡暦の高趣繭長の二今の・一・・一としtq從つて1回
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磯蜘こは蜘の裾踊馳肺る。繭駒水繭翻：壁賊だ飾ので試翻切翻llの繍こ翻磯
粉糊，轍鋤合せ部1こ砂副ン7ff塗付して鋼麟にしナ・。糖1訟麟翫のの水（6漉久

れ，この水を利用し’て漁球浬度計（4）を設けた。叉乾球瀧度計は幅射熱の膨響を漸慮して膵器巾で

漁球温度計と対照の位置を探らしめた。爾藍は準備用としで数個用慧した。その内の一側には水雑餓

脱繊孔1を菊しないo　　　　　　　　　　’

　『（iii），測　定　労　怯

　本装置を第1図乾燥機の獣料位麗に枚容し，装概壼体の浬度を縣燥機内濃慶と一織惑灌漏篭の労

法は水蒸気脆幽孔のない驚を用い装置内の水蕪気の脆趨捻出めて行うことにした。之は繭騰の内外の

．濃度蕪をなくす爲である。綴りてこの際灘球添度は乾球添度睡轍癒る゜断め猷料『σ水難鮒脳孔を

謝じ，量温で乾燥し旗藍を翔意しておく。装概温度と乾燥機顔灘痩とが憎激レ抽瞬遽がに嗣愈し彊簸

を施し控。藍を取り替えた時刻を以て鍍験開始時間としナ：o然る庸券装狸の範窺鍬及び裟綴内外の濾

漁度を測建しt。機内察気の携綿を行わないの恐風灘ま殆んど堺a蒲鯉こ。

　以上の方法に依つて散逸水蒸気量を測楚し旗ので賦料中に最初から含まれる水黛の黙轟糠姻撒遇泄

水繭愛の鞭醐か鱗引くこと嬬娼來鱗。撚灘際關磯過礎麟の醐騨働頼魁な
つた眉透過水蕪無鐙を承やることに瞬砺又装麗内の蘭係灘慶がP一定である疇撤水蕪鄭謝薗があ為挙

イ婚壱こ達していると籍える’e

　I（iv）㍗実験條件　　　 L　　　　．・痛
　婁験薩は潴度肌繭暦の厚さ別に行い，装麗の水蒸気脱禺孔勘繭贋で射じない場食を贈照隊とし
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　鎚験温度は60，60，‘70，80，90°9にi変祐じ，繭瀞の彫さ健0．0鵬5，⑪．Ol　4i域醸擁嚢・0濁躯騨ノ・認

の蠣濾け懲脚た．輔の燐願廠億繭融㈱／轍瀦（・嫡屡講縫諏髄勲
面積の禦聰　π×繭長×繭巾（12）に依つ泥。繭響め齢蔭に於》憾繭騰（坊講懸，厚啓繭簿ヵ噛臨あ”v

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水蒸気の燈過性は異るものと湾丸る。然し乍ら盈繭乾燥申に於V・て盈繭暦を輔体から蕪発し弛豪蕪蝋

が透過するものとすれば繭麟部位に於けるフ燃購過燈の食計が脚納の麟鯉鹸椴麹す観

依つてなるべ，く広い繭懸面積を通る水蒸気溌燈堂を求める様にしナこ。

舞験に用繍繍積は津雪1撮熱鞍；繍鞭轍であ翻驚
又織置嚇灘周辺と齢蘇醐と1・爾る聯如灘勾醜鰍（’“）’・Lt・蕩惚撚で

箕雌嚇轍髄麟鯛騒，・・軸h轟羨な・．
　試料繭蜂の厚さは予め測定しおき，一回の銀験に用いる4個¢繭騰の厚さな岡一な蜂レめ旗飯
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とした。

契験区の測建結果の一例捻第9衷に示しナニ。
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　備穆　繭内及び繭外とは襲欄i内及び乾燥機内を示すo　　水燕気硫の算幽は錨2畿K圃じo

　　　遊漁7k蒸気量の舞閏は第1袋に圃じ。　　　　　　第均値は経題時間30瞬嘘胴の値a個を周v’た⇔

　本爽験方法の性質に依つて第9表の程度では時間の経過に俘う水蒸気遊過遽度の変化を明かにする

ことは幽來なかつた。この変化を明かにする方法については瑠究中であるo偵し第9表申の水蒸気圧

差には第5表に示し弛装置の抵抗に依つて生する水蒸気圧差が加算されている。その加鐘され℃いる　　．

水蒸気圧差は第3図の水蒸気胎蹴量曲線から補外法によつて求めると僅少であることが推定される。

　次に濫度な変えた揚合の繭暦水蒸気透過貴を求め第10表に示しナこo

　溢度を変えると　　　…＿＿＿＿＿＿塑£盈墨墜型璽蟹沓蓬鐘塗璽難＿＿、。㎜蹴購鱗辮臨羅麟、

第・表に示し瀦温臓瞬鞭童1水蒸気騰脚・騨沸麟麟繍脳線魔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2。9、4蔽解蕨砺羅瀟｝n』聯灘蘇駆の影饗が変化　9。頴マ
郭鱒盤継・8副　・i；・73
過蓮度蒼琵較ずる　　70　1　　1，53

故に繭暦の氷蒸気　＿＿　　1　　　＿

：・と關獅。・gl・85
　　　　　　　　　　50　i　　　o。54

職錠　辮㈱蜘糠謬　　43・8
79．1　　　；　1　0．1・1⑨207、・　・　v、　　　　43・ξラ

55・8　｝…2・4、、「一鎌

O，02es

O，0176

0。01G3

Q、　O！20

0．Ol　t　3

透過抵抗を求め＃。、繭暦の有無に依つて装置内の水蒸気の発散は妨けられる。從つてWt　・’it　一？しを樹じ浬

繭暦の麟に依つ℃繭暦内外の水蒸気圧差は変化する。この水蒸気蹉の変化劉こ対する発散を蜘♪

られ燃鞭凱割合を以て輔の水蒸気透過抵抗としt・。その結果を第Zl　Xに示鵬・1

　　　　　　　　　　　第姻表　漉展別繭暦水蒸気遊遇抵抗
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　　　　　　　　　　　　　　，由井事餐職の羅轄に関す翻朝號　寛　　　　　　　　　　　　　　　7s

第11i長の結果から対照区の水黙気発生勲に対する繭羅　　錦9圏水蕪銘｛磁鰍と繭暦水燕鉦遊姻抵抗

の水蒸購過抵抗姻添すれば第9図鋤口くである。　認・°8

第・図の醐は…脚紳で衷わすことが出來・・甕

但いは齢の水蒸嬢脳揖抗xは対照区のフ燃鱗生鹿q。6
灘である講ち顯絆う離醗生繍鋤棚鰍・応鞍
じて，繭暦の水蒸気遜過抵i抗は拗物線的に瑠加するo　　　挑α麟

第職胴構・し舗駒麟娯にしね齢の水糊駕噛
逝i懸蓮度看求め，その結果を第工2畿に添し弛。　　　　　　　、o，。R，

　即ち箪位1翠さに対する7Jく蒸気遊過速度は火体同・一の値lie

示し編御備駒麟購韻繍1糊醐甑比例　％寸ツ諌…鼎噛酵囲…獅桝
すると叡る。　’　　　　　　　　燃瞬撚畷騒
　　　　　　　　　　　　　　　第12褒　繭懸の原さ澗水蒸負1選i働謝麗

1繭旗き‘⊥継購繍畷r『｛演…度渉麺冴・劃．熱塑璽註鰹讐璽勉

　　1：識・／・・nu　l：騰　ほ1：『c　l簸1脚z“「g　l：ll8ψ　　llll°MRd

l：瀦　　躍　惇1：1ほ1：1－一』鑑L孟鉱
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　　備考．輿験温匿500c　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、　、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　盛

裸蝋の乾燥速灘Pち水分発鯉職燥セ膿80°C附近で0・3～0・0029／h粒であるc’s）・・然るに対照区

の80。Cに於いては6，409／hの水蒸気が弗生しているo從つて一粒に対してはほ讐3・29／hの轡1愉で

ある。故に蠕乾燥1訟いては対駆の1／IO・・1〆・loooの水顯が発生して繭麿を遜過するに過燃

lPo　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹

講騨勲齢廟か磯鰹る繍鰻醜す禰即蝋騨麗抗を脚図の曲線・脚
て求めると次の如くなる。即ち踊休乾燥速度⑪．3JO。01，0，0029／11粒に隠し繭厨の水蒸気邊遍抵航

は惣・，・38，・．・2・，・．・14艦／h脚Hgである．從つ輔欄燥醸・・6エ9／li粒肝の齢は燃

気透過抵抗値漢り翻く蒸気発生鐙が減少するので繭屠内外の水蒸気圧差は殆んどないと踏える。第9　”

図の醐は繭暦の騨枇鱒勺騨も鱗ら勅られて聯・蝋雑燥搬翻鱗1こ於てO・　019／h
粒以下に降下する。從つて繭麿の樽蓬は再乾時の繭腔内水蒸気の散逸に殆んど影響しない。その結果

繭種と乾燥速度との間に絹遽を認めるこ≧が出卒な．か脅游のであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　婁

、本研究に於て次の歓果を得たo

　①　本契験結果全部に於いて再乾速度曲線はその最初に異歌部聴有する。又再乾時には蠣休から発

　　生する水蒸気壁が少く，その爲繭暦の水蒸気邊過抵抗は殆んどない。從つて繭質の差異は典の再

　　乾速慶曲線に殆んど影響しないとした。

　C2）本輿験條件に於いて再乾の乾燥速度曲線の異歌部に及ぽす影饗は風向，扉薗付蚤，漁度の順に減

　　少したが，乾燥断要時間に及ぽす影響1ま繭付童，漁度，風向の順に減少しナニ。

　⑧　從つて輔体の乾燥速度は繭付量の影響を最も…多く受け，風向の影響を殆んど受けない．，然し乍

　　ら繭琳分蠣放euと及ぽ粥響瓢向力鞭も多随
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（・）離内に酌る燃競蝋姓繭lt乞燥磯鉱りはるかに緻せじめ講は，期壌加：・｛’9・）．

　つて繭暦の水蒸気透過抵抗は描物tWfa勺に増加する。叉この際繭麿め水蒸気遊糧：幾綜繭麟の彫撫こ

　反比例する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　献

α）白井莫朋　日本養糸学雑誌第19巻　第5暑

（2）亀井三浸階”聖気の調灘及び乾燥”

（3）内田俊一，亀井薦郎，八田四郎獣共藩　”化孕工崇”

ω　松本　介　日本蚕糸蝋i雑誌　第19巻　第2曝

㈲　押田勇雄馨　〃蒸発。乾燥”

（6）亀井三郎箸　II化学機械の魍諭と聯算”

（〒）㈲　に同じ

（8）．（5）　　に同じ　　　　　　　　　　　　　　’

（9）　　c・丸　　競，　白、酢語　　　貫，　中村考畿　　コニ辮イヒ学雑誌　　第41綱　　麟5嬰

⑩　小果携磯，武弁票男　旗藁化攣雑誌　錐41編　錦9唇　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　、

（口｝　（9）　K同じ　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　”t　　　・・

働　服部撞告，鵜井栄一　臼牽蚕糸学雑髄　第8巻　策3暑

⑱，清i水搬　日本蚕糸学雑誌　蜘0巻　第3聾

ω　⑤　だ同じ

⑮　内丸最一郎警　”再訂熱気鍍”

⑬　鷹野誠一，山浦畠雄　蜜糸学雑誌　錦8総　錐1磐

⑬鱗螂，桐栄界胸製糊騨磯欝（日纐糸融ノ．・擦・鱗麟慧1、
㈱「 求E即　　ジ、　、　　　　・．．・t、／，
　　　．，、．　，　　　　　　　　su血mary

　　　The“・edi・yhng　s1｝ee（1　at　varying　ternpe1・．ltlll・es　wεしi　examilled　in　the黛“算o耽1．

　　　1黙・・’・1晦・fth・diツh騨。・d　t。伽h酬ヒiity，　th・di・e・ti・…f騨葡蹴細鶴鰍泌

・ド A艦’搬轍・f伽空え1・醜・。瀦i・蜘th・緬姻繍i畔f・・e・曲融Utt伽
thざhQrma19］Peed　Stppea’t・hg戯fte測tho　abuarmal　speed．

　　　The　i〕iflrierlce　of　wしryh夏g：むoeoo）Lg　o！1　the　i’edi’　i’in，g　sPeed　isコlone°S6”tlxd　v朗）oill’T｝（｝’「ineahl，

Iity　of　eocoorl　Iayev　W轟g　meas　nred．　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　The　vap・ur　permeabi五ty。f　e・c・・n　layer五s　in　ilasrer，ge　pr（脚喰i繊t。　thの1噛ザ髄痴甑麟．

　　　　　璽heヒ1）e漁④麟1e∫e藤t縦Lee　of臨yer　ihcrea鮮es　paγ鋤（｝1i翻ユy　with　t｝ke　v聯o搬陵ttairlt，ity　i】匙

Gocoous。

　　　　「rhe　refOm就the蝋ter　half　of　clryiiig　tltere　is　almost’　no　pe職醐）1e　rcsiStatlae　6f　aoanOlt

堺er，　’
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